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第 18 回 東日本学校吹奏楽大会 
 

 

 

【 実 施 要 項 】 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 ： 東北吹奏楽連盟 
    （宮城県吹奏楽連盟）



第 1８回 東日本学校吹奏楽大会 実施要項 

 

 

 

〔本大会の開催趣旨〕 

学校教育・社会環境が大きく変化する時代に学校吹奏楽はどのように対応するか，と

りわけ，少子化の時代の必然として，少人数のバンドの増加にどのように対応するかが

吹奏楽連盟に問われています。 

そこで，北海道，東北，東関東，西関東，東京都，北陸の６吹奏楽連盟は，中学校，

高等学校の少人数のバンドの育成と質的向上を目指し，多くの団体との交流を深める中

で小編成バンドのよりよいあり方を求めていくことにいたしました。 

さらに，小学校バンドの演奏機会の拡大と幅広い交流を目指し，この大会を開催いた

します。 

 

 

 １ 期日・部門 平成３０年１０月１３日(土) 

 中学校部門(前半の部)         ９：５０ 

  中学校部門(後半の部)        １４：１０ 

  平成３０年１０月１４日(日) 

  小学校部門             ９：５０ 

  高等学校部門           １３：３０ 

 

 ２ 会   場 仙台銀行ホール イズミティ２１（仙台市泉文化創造センター）大ホール  

      〒981-3133  宮城県仙台市泉区泉中央２－１８－１   

 

 ３ 主   催 北海道吹奏楽連盟・東北吹奏楽連盟・東関東吹奏楽連盟・西関東吹奏楽連盟 

  東京都吹奏楽連盟・北陸吹奏楽連盟・朝日新聞社 

 

 ４ 主   管 東北吹奏楽連盟 

 

５ 後   援 一般社団法人 全日本吹奏楽連盟 

  宮城県教育委員会・仙台市教育委員会（いずれも申請予定） 

                                       

 ６ 協   賛 株式会社ヤマハミュージックジャパン・株式会社音楽之友社（予定） 

 

 ７ 審 査 員  ＊７名後日決定      【五十音順 敬称略】 

 

 ８ 部門・編成・演奏人数・参加資格・演奏時間・表彰等  詳細は実施規定を参照のこと 

 



 ９ 代 表 数 平成３０年度の各吹奏楽連盟の代表数は次のとおりです。 

 

 小学校 中学校 高等学校 合  計 

北海道 ２ ５ ３ １０ 

東 北 ３＋１ ４ ３ １０＋１ 

東関東 ２ ６ ３ １２ 

西関東 ２ ６ ３ １１ 

東 京 ２ ５ ３ １０ 

北 陸 ０ ４ ３  ７ 

合 計 １２ ３０ １８ ６０ 

 

 

１０ 出 演 順 抽選により別紙のとおり 

 

１１ 参 加 費  １団体 ２０，０００円 

  ※ 申し込み後に出場を辞退された場合，参加費の返金はいたしません。 

なお，大会中止の場合も同様といたします。 

 

１２  入 場 料    ・一  般 １，７００円 

・小中高生 １，０００円 

※各部門それぞれ（中学校部門は前後半別） 

  

１３  入 場 券  ① 前売券は，９月２９日（土）午前１０時より「チケットぴあ」にて販売予定。 

② 中学校部門（前半の部）・中学校部門（後半の部）・小学校部門・高等学校

部門ごとの入れ替え制とする。従って，入場券は各日，部門ごとに必要。 

③ 当日券は，前売券の販売状況により若干枚数販売する予定。詳細はホームペー

ジにて公表予定。 

④ 出演団体の入場券予約については，出演部門は希望枚を確保する。ただし，出

演日の他の部門については，予約枚数の状況に応じ削減させていただくことが

ある。また出演日以外の予約申し込みはできない。 

 

１４  プログラム    １部 ５００円 

 

 

 



出演順 

１０月１３日（土） １０月１４日（日） 

中
学
校 

（前
半
の
部
） 

１ 北陸 

小 

学 
校 

１ 北海道 

２ 東京 ２ 西関東 

３ 東関東 ３ 東関東 

４ 東北 ４ 東北 

５ 北海道 ５ 東関東 

６ 東京 ６ 東北 

７ 北海道 ７ 東北 

８ 西関東 ８ 東京 

９ 北陸 ９ 東京 

１０ 西関東 １０ 西関東 

１１ 東関東 １１ 北海道 

１２ 東京 １２ 東北 

１３ 東関東 

高 

等 

学 

校 

１ 東京 

１４ 西関東 ２ 北陸 

１５ 東北 ３ 西関東 

中
学
校 

（後
半
の
部
） 

１６ 東北 ４ 西関東 

１７ 東関東 ５ 東関東 

１８ 東北 ６ 東北 

１９ 東関東 ７ 東北 

２０ 東京 ８ 東北 

２１ 北海道 ９ 西関東 

２２ 東関東 １０ 北陸 

２３ 東京 １１ 東京 

２４ 北陸 １２ 北陸 

２５ 北陸 １３ 東関東 

２６ 北海道 １４ 東関東 

２７ 西関東 １５ 北海道 

２８ 北海道 １６ 北海道 

２９ 西関東 １７ 東京 

３０ 西関東 １８ 北海道 

 



東日本学校吹奏楽大会実施規定 
 
 
 
 

第１章  総   則 

（大会名称） 

第１条 この大会は「東日本学校吹奏楽大会」という。 

 

（実施） 

第２条 本大会は，各吹奏楽連盟理事長より推薦された吹奏楽団体が参加して，毎年１０月第２週

の土曜日・日曜日に実施する。 

この大会の事業年度は４月１日から翌年３月末日とする。 

 

（各吹奏楽連盟） 

第３条 選出母体たる各吹奏楽連盟は次のとおりとする。 

(１) 北海道吹奏楽連盟   (２) 東 北吹奏楽連盟   (３) 東関東吹奏楽連盟 

(４) 西関東吹奏楽連盟   (５) 東京都吹奏楽連盟   (６) 北 陸吹奏楽連盟 

 

（会場・日時） 

第４条 実施会場・日時などの必要事項は各吹奏楽連盟理事長，事務局長で構成する東日本学校吹奏

楽大会企画委員会（以下 企画委員会）で決定する。 

主管をする吹奏楽連盟の理事長は大会会長となる。企画委員は大会開催時大会委員となる。

企画委員会は毎年３月上旬までに次年度の開催要項を決める。 

 

第２章  実施部門および参加人員 

（実施部門） 

第５条 実施部門は次のとおりとする。 

(１) 小学校部門 

(２) 中学校部門 

(３) 高等学校部門 

 

（編成・演奏人員） 

第６条 編成は，木管，金管，打楽器を主体とし、電子楽器の使用を認めない。ただし，小学校部門

については，低音楽器の補助としてエレキベースのみ使用を認める。 

    また，各部門の演奏人員は次のとおりとする。なお，指揮者は演奏人員には含まない。 

(１) 小学校部門・・・・・自由 

(２) 中学校部門・・・・・３０名 以内 

(３) 高等学校部門・・・・３０名 以内 

 

第３章  資  格 

（参加資格） 

第７条 参加資格は各吹奏楽連盟に登録され，かつ中学校と高等学校においては各大会の小編成の部

門に参加した団体で次のとおりとする。 

 



(１) 小学校部門 

構成メンバーは同一小学校に在籍している児童とする。 

(２) 中学校部門 

構成メンバーは同一中学校に在籍している生徒とする。なお，学校の統廃合に伴う合同

のバンドについては出場を認める。（同一経営の学園内小学校児童の参加は認める） 

(３) 高等学校部門 

構成メンバーは同一高等学校に在籍している生徒とする。なお，学校の統廃合に伴う合

同のバンドについては出場を認める。（同一経営の学園内小学校児童・中学校生徒の参

加は認める） 

 

  ２ 第７条の１により参加資格を有する団体であっても，その年度の全日本吹奏楽コンクールの

予選となる部門に出場した団体と，その年度の全日本小学校バンドフェスティバルに出場する

団体は，本大会に参加することはできない。 

 

（指揮者） 

第８条 指揮者の資格については制限しないが，同一指揮者が同一部門の二つ以上の団体に重複して

指揮することは認めない。 

 

（入賞取消） 

第９条 参加団体の資格に疑義あるときは出場を停止または入賞を取り消す。 

 

第４章  演奏曲および演奏時間 

（演奏曲） 

第１０条 各吹奏楽連盟主催の大会で演奏した曲とする。 

 

（審査） 

第１１条 参加団体は，第１０条による曲を演奏し審査を受ける。 

 

（著作権） 

第１２条 著作権の存在する楽曲を編曲して演奏曲とする場合は，事前に著作権者から編曲の許諾を

受けなければならない。許諾を受けないで本大会に出場することは認めない。 

 

（演奏時間） 

第１３条 演奏時間は７分以内とする。演奏時間が７分を超えた場合は，審査・表彰の対象としない。 

 

（演奏順序） 

第１４条 部門順序と出演順序はその年の企画委員会において決める。 

 

第５章  審査および表彰 

（審査員） 

第１５条 審査員は企画委員会で選出し大会会長が委嘱する。審査員の数は７名とする。審査方法は

別に定める審査内規による。 

   

 



（表彰） 

第１６条 各団体に「金賞」，「銀賞」，「銅賞」を贈る。また，全団体の指揮者に指揮者賞を贈る。 

 

第６章  代  表 

（支部代表） 

第１７条 本大会に各吹奏楽連盟より推薦する団体数は，企画委員会で前年度３月上旬までに決め

る。各吹奏楽連盟理事長は，本大会開催日の３週間前までに大会会長に推薦する団体を報

告する。 

なお，３年連続して出場した団体については表彰状を贈り，翌年の大会へ推薦しないこ

ととする。（平成２３年度 第１１回大会を起点とする） 

 

（参加費用） 

第１８条 本大会参加に要する費用は参加団体の負担とする。 

 

第７章  その他 

（共催・後援・協賛） 

第１９条 本大会の実施にあたり企画委員会が必要と認めた場合は，共催，後援および協賛団体を持

つことができる。 

 

（実行委員会・事務局） 

第２０条 本大会実行委員は主管吹奏楽連盟の役員があたる。 

また，大会事務局は主管連盟の事務局とする。 

 

（開催細目） 

第２１条 その他の開催上の細目については実行委員会が決める。 

 

（改定） 

第２２条 この規定は企画委員会の議により改定することができる。 

 

 

付則 この規定は平成２５年４月１日より実施する。 

 

 

平成１４年 １月２１日 企画委員会決定 
平成１６年 ２月１０日 企画委員会一部改定 
平成１７年 １月２６日 企画委員会一部改定 
平成１８年 １月３０日 企画委員会一部改定 
平成１９年 １月２９日 企画委員会一部改定 
平成１９年１０月 ５日 企画委員会一部改定 
平成２１年 ２月２８日 企画委員会一部改定 
平成２２年 ７月１８日 企画委員会一部改定 
平成２３年 ３月 ６日 企画委員会一部改定 
平成２４年 ３月 ３日 企画委員会一部改定 
平成２４年１０月１２日 企画委員会一部改定 
平成２５年 ３月 ３日 企画委員会一部改定 
平成２６年 ３月 ２日 企画委員会一部改定 
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東日本学校吹奏楽大会審査内規 
 

 

第１条  この内規は東日本学校吹奏楽大会実施規定第１５条に基づき審査および判定について定

めるものである。 

 

第２条  審査員は演奏曲を「技術」と「表現」の２項目について，各項目１０段階で評価する。 

 

第３条  審査結果の判定は企画委員会が行う。 

 

第４条  審査員の最高点および最低点を除いた評価に基づき，全団体へ「金賞」，「銀賞」，「銅

賞」のいずれかを贈る。ただし，グループ分けが困難な場合，金・銀・銅の比率は３：４：

３を目安とする。 

また，全団体の指揮者に「指揮者賞」を贈る。 

 

第５条  第４条による結果は企画委員会で決定し，審査員に報告する。 

 

第６条  審査票は出演団体に渡し，審査一覧表は企画委員会が管理し一部分を公表する。 

 

第７条  この内規は企画委員会の議により改定することができる。 

 

 

付 則 この規定は平成２３年４月１日より実施する。 

 

 

 

 

平成１４年 １月２３日 企画委員会決定 

平成１５年 １月１７日 企画委員会一部改定 

平成１６年 ２月１０日 企画委員会一部改定 

平成１７年 １月２６日 企画委員会一部改定 

平成１８年 １月３０日 企画委員会一部改定 

平成１９年 １月２９日 企画委員会一部改定 

平成１９年１０月 ５日 企画委員会一部改定 

平成２２年１０月 ８日 企画委員会一部改定 
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           第１８回  東日本学校吹奏楽大会 

 

大会名誉顧問 平野 廣海 

 澤田 光夫 

           三塚 尚可 

  大会顧問 木城  孝 

 八島 健治 

 下里 矩生 

 米谷 久男 

 林  尚彦 

  松原  清 

           新妻  寛 

 

大 会 委 員 

 

大会会長 鈴木 芳夫    東北吹奏楽連盟理事長 

大会副会長 井田 重芳   北海道吹奏楽連盟理事長 

         石塚 武男   東関東吹奏楽連盟理事長 

         大滝  実   西関東吹奏楽連盟理事長 

 折原 弘一   東京都吹奏楽連盟理事長 

 北村 善哉   北陸吹奏楽連盟理事長 

大会委員 青山 泰寛   北海道吹奏楽連盟事務局長 

 定岡 利典   東関東吹奏楽連盟事務局長  

 秋山 巨岳   西関東吹奏楽連盟事務局長 

 齊藤 厚子   東京都吹奏楽連盟事務局長 

 山﨑 伸久   北陸吹奏楽連盟事務局長  

木村 仁彦   東北吹奏楽連盟事務局長 

           
 
 
 
 
 

 

第 18 回東日本学校吹奏楽大会 大会事務局 

   

 〒981-0904 宮城県仙台市青葉区旭ヶ丘 3-34-10-302 

東北吹奏楽連盟 事務局長 木村 仁彦 

TEL 022-275-6761 

FAX  022-275-6762 

E-mail  tohoku-miyagi.suiren@hotmail.co.jp 

Web     http://www.ajba.or.jp/tohoku/ 


